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実験は直径 R と R' の 2 本の銅線を弁別しうるに必要な R-R' の最小値(弁別関ムR) を測定し
た口なお，判定は同一直径差の 2 本の銅線を 10回のテストにつき 100% 正しく弁別するに必要なムR
の最小値によった。






健全中切歯について直径の異なる 2 本の鋼線の太さを弁別する能力は，直径 2.0， 3.0mm の鋼線
についてムR=0.2，直径 4.0 ， 5.0mm の鋼線ではムR=0.3 であり，同様に健全第一大臼歯で
は，直径 2.0， 3.0, 4.0, 5.0 の銅線についてムR はいずれの場合も 0.2であった口また， 100% 弁別
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しうるに必要な Weber 比(ムR/R) は中切歯，第一大臼歯ともに 0.1 であったD
青年男女 (21'-""31才)による弁別能の相違は中切歯間で全く認められなかった。しかし年令40，-...， 52
才の男女における弁別能は青年のそれより劣った。次に不正佼合者の弁別能は直径 2.0mm の銅線で































実験は，直径 0.5 より 5.0mm まで各 O.lmm 間隔に作った stainless steel vvire を用い直径R と
R' の 2 本の鋼線を弁別しうるに必要な R-R' の最小値(弁別閲ムR) を測定している。基準とな
る正常校合を示す天然歯列者についての実験から健全中切歯について直径の異なる 2 本の銅線の太さ
を弁別する能力が直径 2.0， 3.0mm の銅線についてムR=0.2，直径 4.0， 5.0mm の鋼線ではム
R=0.3 であり，同様に健全第一大臼歯では直径 2.0， 3.0, 4.0, 5.0mm の銅線についてムR は
いずれの場合も 0.2 であること，また， 100% 弁別しうるに必要な Weber 比(ムR/R) は中切歯，第
一大臼歯ともに:0.1 であること，青年男女 (21""31才)による弁別能の相違は中切歯間で全く認めら
れないこと，しかし年令40""52才の男女における弁別能は青年のそれより劣ることなどが明らかにさ
れている O これに対して不正攻合者の弁別能は正常佼合者に比べて著しく悪いこと，義歯における弁
別能は切歯部では継続架工義歯を装着している場合の方が有床義歯を装着している場合より良好であ
ること，また，切歯部では上下とも全部床義歯の場合が部分床義歯と天然歯，部分床義歯と継続歯，上
下とも部分床義歯，あるいはー顎が全部床義歯で対顎が部分床義歯の場合に比べて弁別能が最も良好
なことが明らかにされた。このように切歯部では上下歯の性質によりその弁別能に著明な変化が見ら
れたが，臼歯部での弁別能は義歯の種類に関係なくほぼ同ーの弁別闇値であること，被検者の年令あ
るいは義歯使用期間の長短によって弁別能に特記すべき変化のないこと，また，義歯を介して物質の太
さを弁別する能力には天然歯で認められた如き Weber の法則は成立しないことも明らかにされた口
以上，この論文は歯で噛むことにより物質の大きさの差を弁別するには歯根膜感覚が重要な働きを
していること，歯根膜感覚が阻害された場合この能力が著明に影響をうけること，とくに義歯は天然
歯に比べて前記弁別能が極めて劣っておりこの弁別能低下の程度は切歯部では上下歯の性質により相
違し上下ともに部分床義歯の場合最も著明であることなど歯科補穎臨床上考慮すべき多くの問題を明
らかにしたものであって，歯学博士の学位を受けるに充分の資格あるものと認める D
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